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特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
ぶ
う
し
す
て
む
」
っ
て
何
を
し
て
る
の
？  

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
障
が
い
者
に
と
っ
て
も
有
効
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
。
こ
の
数
年
、
パ
ソ
コ
ン
は
ま
さ
に
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
」
に
な
り
、
誰
も
が

利
用
で
き
る
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
の
発
達
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
難
し
か
っ
た
障
が
い
者
の
自
宅
に
い
な
が
ら
に
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
身
近
な
も
の
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
ぶ
う
し
す
て
む
」
は
、
97
年
に
こ
の
よ

う
な
時
代
背
景
の
も
と
に
生
ま
れ
た
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
障
が
い
者
の
活
動
と
就
労
を

支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
で
す
。
障
が
い
者
が
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
真
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
理
想
に
し

て
い
ま
す
。 

 

就
労
関
係 

８
月
29
日
～
９
月
27
ま
で
土
日
の
10
日
間
、
フ
ェ
ロ
ー
シ
ス
テ
ム
に
て
「
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
と
映
像
Web
作
成
」
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
て
、
８
名
の
方
が
受
講
さ
れ
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。 

ぶ
う
し
す
て
む
砥
部
作
業
場
で
月
曜
日
～
金
曜
日
ま
で
松
山
高
等
技
術
専
門
校
か

ら
の
委
託
事
業
で
行
っ
て
い
た
実
務
研
修
は
、
７
名
の
方
が
受
講
さ
れ
、
９
月
９
日
に

無
事
卒
業
式
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

発
掘
遺
物
ト
レ
ー
ス
の
仕
事
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
ト
レ
ー
ス
の

練
習
を
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
数
名
が
、
実
際
に
お
仕
事
と
し
て
作
業
を
開
始
し

ま
し
た
。
造
船
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
勉
強
会
を
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
に
砥
部
作
業
場
で
行
っ
て

い
ま
す
。 

文
責 

紅
い
八
月 

 

こ
れ
か
ら
の
研
修
予
定 

四
国
中
央 

11
‐
12
月 

中
級
程
度
の
動
画
Web
の
作
成
。
日
程
は
研
修
内
容
調
整
中 

 

八
幡
浜 

実
施
計
画
の
検
討
中 

 

久
万
町 

11
‐
12
月 

月
曜
日 

午
後
１
時
か
ら
初
級
者
向
け
。
11
月
５
日
に
久
万

町
で
研
修
の
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
決
定
し
ま
し

た
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。 

 

八
幡
浜
以
西(

南)
 

砥
部
事
務
所 

求
職
者
向
け
研
修
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
ト
レ
ー
ス
・
ビ
デ
オ

編
集
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
計
画
が
具

体
化
さ
れ
次
第
掲
載
し
ま
す
。
文
責 

紅
い
八
月 

ああ徒然日記  ・・・・ 彼岸花と俳句 

 八木健さんはＮＨＫの元アナウンサーでご存知の方も多かろうと思います。私どもが編集のお仕事を受けている滑稽俳句の会報がありますが、そこの主催者で全日

空ホテルの向かい側、坂の上の雲ミュージアム・萬翠荘を少し上がった所にある、愚陀仏庵で週１回の句会を催されています。ここ２週の句会で彼岸花の句が何個か出

ました。彼岸花はマンジュシャゲ（曼殊沙華）とも呼ばれ年長の人たちは「赤い花なら曼殊沙華 オランダ屋敷に・・・」の歌をご存知の人も多かろうと思います。歌の中の

ジャガタラお春は、キリシタン禁止の江戸時代初め混血児の追放令が出て、何百人の子どもたちと一緒に１４歳で追われたとか。追放された人からの文が「ジガタラ文」

として残っているそうです。 明治期にアジアの港街に多くの「からゆきさん」と呼ばれた人たちが居て、長崎五島の人たちが多かったとか。からゆきさんに関しては

「サンダカン八番娼館」という本があり映画があるそうです。今は「じゃぱゆきさん」と日本に向かう人を呼びます、人は代ってもふるさとを思う人の心は変わらないで

しょう。 

東北の冷害で天明の飢饉があります。彼岸花の球根は毒を持っているが、水にさらすことにより無毒化され食べられます。作物が取れない            

時に非常食として利用されたそうです。ただ、飢えた人々がそれらの根を掘り、水にさらす時間が待てず食べて亡くなったと本に書かれてい           

ました。次回の愚陀仏庵句会ではこれらの言い伝えを句にしたいと思います。 

愚陀仏庵は漱石と子規が１ヶ月一緒に暮らしたと言われています。                                           

毎週火曜日の午後１時から句会が開かれています。ど素人の私も参加できました。松山には俳人とゆかりのある庚申庵・一草庵と愚陀仏庵を           

あわせて３庵と言います。萬翠荘では坂の上の雲イベントの一環として、八木さんの企画で私どもが制作したロシア兵の暮らしなどの紹介          ＤＶＤ

を上映する予定です。 

文責 紅い八月 

障害者のための

パソコン支援ボランティア募集 

現在ぶうしすてむでは、各種講習会の開催及び各種事業運
営のほか、障害者（上下肢障害、視覚障害、聴覚障害など）
からの依頼で、次のようなボランティア活動を行っていま
す。 
 パソコンに関する各種相談 

（インターネット関連、アプリケーション操作関連） 
 パソコンの定期的な学習指導 

（デジカメ、ワード、エクセル、その他） 
 パソコンの単発的な学習指導（同上） 
 パソコン不具合修理、設定変更等 
 各種学習会等の講師、アシスタント等 
 各種事業活動の広報用ポスター、チラシ作成等 
 電子基板の半田付けなどの他、参加可能な活動 
 
みなさまのパソコンボランティア活動へのご参加をお待
ちしております。ご協力していただける方は下記までご
連絡ください。 

特定非営利活動法人 ぶうしすてむ 事務局  
〒７９０－０８２４ 
愛媛県松山市御幸２丁目１－１６ 
TEL ０８９-９２３-５００２ 
FAX ０８９-９２７-１５５７ 
E-mail staff@busystem.jp 
＜砥部作業場＞ 伊予郡砥部町八倉１７０ 
TEL ０８９-９８９-４４００ 

ホームページ http://www.busystem.jp/ 

 
今回は私がしている人形劇「劇団ひらおか」の紹介をします。 
毎年、さまざまな所で公演をし、遠いところでは岡山へも行っています。 
台本・人形・小道具、すべてメンバーの手作りです。 
人形も 1 メートルほどの大きさのもので、毎年試行錯誤で改良を重ねています。 
公演は 20 分～30 分ほどと短いものの、練習にはとても時間がかかります。 
シナリオの細かい部分から動きのひとつひとつに至るまでメンバーで考えながら作ります。 
今年も 9 月から公演が始まっています。機会があれば、ぜひ一度ご覧になってくださいね。 
次回公演予定 
日時場所 平成 21 年 10 月 31 日 午後 2 時開演  

愛媛県松山市鷹子町 705-2 グループホーム我が家 
日時場所 平成 21 年 11 月 3 日 午後 2 時開演 

愛媛県松山市南江戸 6 丁目１６９７番地 社会福祉法人 松山隣保館 丸山荘   
文責 Ｆｕｍｉ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぶ
う
し
す
て
む
通
信 

２ ０ ０ ９ 年 

１ ０ 月 号 



- 2 - 

 

パソコン・ワンポイント・レッスン 

 「便利な入力支援機器」 
 今回は左手が不自由なため、右手だけでしかパソコン操作ができない人に便利な入力支援機器の説明を

します。 
 左手が使えなくて一番困るのが、[Shift]キーや[Ctrl]キーを押しながらマウスのボタンをクリックしたりドラ

ッグする操作ではないでしょうか？実はこれらの操作を右手だけでできるマウスがあります。 
既に利用されている方もいるとは思いますが、左ボタン・右ボタン・センターホイール以外にマウスの側面

(親指側)にボタンが２つ付いているタイプのマウスです。 
 代表的なものにマイクロソフトの「インテリマウス オプティカル」などがあり、ワイヤレスタイプのものなど

も発売されていて、価格も 2,000円～10,000円と様々なものがありますので、用途に合わせて購入されると

良いと思います。 
側面の２つのボタンは、購入した時にはインターネットエクスプローラーでページを移動する時に使う[戻

る]と[進む]になっているのですが、マウスに付属しているＣＤの中に入っている設定ソフトを使用して、[Shift]
キーや[Ctrl]キーに変更することができます。 
中央のセンターホイールボタンにも[Alt]キーなどを割り当てて、使用することも可能です。 

 マイクロソフト以外にもロジクールなどの他のメーカーからもいろんな種類のマウスが発売されています

ので、自分の手に合ったもの、使いやすいものを選ばれると良いでしょう。 
 最近、ぶうしすてむでもアドビのイラストレーターというソフトを使用している人が増えているのですが、こ

のソフトではスペースキーを押しながらドラッグするという操作があります。しかし残念なことにマウスの側面

のボタンにスペースキーを割り当てるということができないのです。 
そこで登場するのが「できマウス。」と「ひのきおすいっち」です。 

「できマウス。」は USB ケーブルでパソコンと接続し、その「できマウス。」に「ひのきおすいっち」などの各種

スイッチを接続して使用します。 
この「できマウス。」と「ひのきおすいっち」の組み合わせでスペースキーを押しながらドラッグすることが

可能となります。設定ソフトで「ひのきおすいっち」が押されている間はスペースキーが押されていることに

する設定ができるのです。 
このスイッチを足元に置いて、フットスイッチとして利用すると足で踏んでいる間はスペースキーが押され

ている状態となりますので、右手でドラッグ操作に専念できるわけです。 
 「できマウス。」も「ひのきおすいっち」も、ぶうしすてむの理事の有志５名で、昨年に設立しました合同会社

ぶう工房で取り扱っていますので、興味のある方はお問い合わせ下さい。 文責 ドクターＫ 
合同会社ぶう工房 http://www.bukoubou.jp/ TEL.089-923-5002 
ぶうしすてむではパソコンの設定や不具合が出た場合の対処方法などの技術情報を質疑応答するメー

リングリストがあります。今回のことも含めて、うまく出来なかったりとか何か困ったことや、設定方

法などでわからないことがありましたら、きっと詳しい会員の方がアドバイスしてくれると思いますの

で techML@busystem.jp 宛てにメールを送って下さい。 

簡単なことから高度な技術まで、何でも受け付けています。 

※ ご質問がありましたら下記メールアドレスまでご連絡ください。 
staffML@busystem.jp 

「できマウス」          「ひのきおすいっち」 

イベント紹介 
第５１回中国・四国ブロック民俗芸能大会 
 
中国・四国地域に伝承されている優れた民俗芸能

を、広く一般の方に公開して、ご鑑賞いただくことによ

り、民俗芸能に対する理解と認識を深めていただき、

地域に息づく無形民俗文化財の保存と伝承を図るこ

とを目的としています。 

大会の出演団体は１０団体で、愛媛県からは、東温市

の「牛渕の獅子舞」と宇和島市の「花おどり」が演じら

れます。 

入場料は無料となっておりますので、皆様のご来場

を心よりお待ちしております。 

＜開催日＞ 

平成２１年１１月８日（日曜日）１２：３０～１７：３０ 

＜会 場＞ 

ひめぎんホール（県民文化会館）メインホール 

（松山市道後町２－５－１）  

＜入場料＞無料 

 ※事前の申し込みも不要です。 

 
 
 
 
 
松山市民吹奏楽団「あおぞらコンサート」 
 
開催日は１１／３（火・祝）です。 
秋のひと時を爽やかな音楽でお楽しみください。 

場所  
愛媛県美術館前庭 
主催者 
城山公園オータムフェスティバル実行委員会 
主催者連絡先 
089-935-2355（愛媛新聞社事業部） 
開始終了時間 14:00～14:40 
料金 無料 
定員 なし 
備考 協力：松山市民吹奏楽団，愛媛県美術館 
雨天中止となります。 
※事前の申し込みも不要です。 
 

「

ぶ

う

し

す

て

む

劇

場

」 

作
・
森
か
な
え 

「
空
色
の
飴
・
１
」 

空
が
、
ピ
ン
ク
が
混
じ
っ
た
よ
う
な
オ
レ
ン
ジ
に
染
ま
る
秋
の
夕
暮
れ
。 

近
所
の
公
園
の
ブ
ラ
ン
コ
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
携
帯
で
時
間
を
確
認
し
て
み
る
。 

も
う
す
ぐ
、
待
ち
合
わ
せ
の
時
間
。
今
ま
で
も
、
こ
ん
な
風
に
待
ち
合
わ
せ
し
て
き
た
の
に
、
今

日
は
違
う
。 

中
１
で
ア
イ
ツ
と
隣
り
合
わ
せ
の
席
に
な
り
友
達
と
し
て
仲
良
く
な
っ
た
。
ア
イ
ツ
を
意
識
す
る

よ
う
に
な
る
に
は
そ
ん
な
に
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
一
番
近
い
女
友
達
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

得
る
こ
と
が
で
き
て
、
そ
れ
は
そ
れ
で
満
足
し
て
い
た
ん
だ
。 

で
も
、
中
学
を
卒
業
し
て
高
校
は
別
々
に
な
っ
て
、
少
し
距
離
が
出
来
た
。
そ
れ
で
も
、
電
話
し

た
り
カ
フ
ェ
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
距
離
を
作
ら
な
い
よ
う
に
、
努
力
し
て
き
た
。 

「
珍
し
く
平
日
の
こ
ん
な
時
間
に
呼
び
出
し
っ
て
、
ど
う
し
た
？
」 

ふ
い
に
背
後
か
ら
ア
イ
ツ
の
声
が
聞
こ
え
て
、
心
拍
数
が
異
常
な
く
ら
い
の
早
さ
に
な
る
。 

「
え
っ
と
、
あ
の
・
・
・
。
」 

告
白
っ
て
い
ざ
と
な
る
と
、
そ
う
簡
単
な
も
の
じ
ゃ
な
い
ん
だ
な
、
と
痛
感
し
て
み
る
。
三
年
半

も
友
達
と
し
て
仲
良
く
し
て
き
た
。
だ
け
ど
、
ず
っ
と
片
思
い
っ
て
い
う
の
も
、
友
達
の
ま
ま
っ
て

い
う
の
も
、
も
う
辛
く
な
っ
て
き
た
か
ら
。
私
は
ブ
ラ
ン
コ
か
ら
降
り
て
ア
イ
ツ
が
い
る
方
を
向
い

た
。 今

、
言
う
し
か
な
い
。 

「
あ
の
ね
、
ず
ー
っ
と
前
か
ら
、
好
き
な
ん
だ
よ
。
」 

ア
イ
ツ
の
目
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
何
を
言
わ
れ
る
の
か
、
解
ら
な
い
か
ら
。
だ
け
ど
、
中

学
三
年
間
は
ず
っ
と
そ
ば
に
い
た
。
同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
し
、
他
の
友
達
と
一
緒
に
映
画
を
観
に
行

っ
た
り
、
遊
園
地
に
行
っ
た
り
し
た
。
周
り
の
誰
も
が
、
付
き
合
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
、

そ
う
感
じ
て
い
た
く
ら
い
、
仲
良
く
し
て
き
た
。 

だ
か
ら
、
伝
え
た
く
な
っ
た
。 

「
ご
め
ん
、
今
、
彼
女
い
る
ん
だ
。
絵
里
の
こ
と
は
友
達
と
し
か
・
・
・
・
。
」 

ア
イ
ツ
は
何
か
言
っ
て
た
け
ど
、
私
は
茫
然
と
し
て
い
て
ま
と
も
に
聞
く
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

気
が
付
い
た
ら
、
ア
イ
ツ
は
い
な
く
な
っ
て
い
て
、
私
は
再
び
ブ
ラ
ン
コ
に
座
り
、
俯
く
。 

自
然
に
涙
は
溢
れ
て
き
て
、
止
ま
り
そ
う
も
な
い
。 

振
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
三
年
半
の
気
持
ち
が
無
駄
に
な
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
は
解
る
。 

解
る
ん
だ
け
ど
、
告
白
し
た
こ
と
で
、
も
う
、
前
み
た
い
に
は
戻
れ
な
い
ん
だ
ろ
う
と
も
思
う
。 

空
の
色
は
涙
の
せ
い
で
綺
麗
に
は
見
え
な
い
。
だ
ん
だ
ん
薄
暗
く
な
っ
て
い
く
の
は
解
る
。 

暗
く
な
る
前
に
帰
ら
な
い
と
い
け
な
い
、
そ
う
思
い
な
が
ら
も
な
か
な
か
、
こ
こ
か
ら
動
け
な
い
。

「
ね
え
、
そ
の
涙
、
ち
ょ
う
だ
い
。
」 

・
・
・
・
・
え
？ 

私
は
涙
を
流
し
な
が
ら
、
私
の
正
面
に
立
っ
て
い
る
、
少
し
年
上
く
ら
い
の
男
性
を
見
た
。
薄
暗

く
な
っ
て
き
て
は
っ
き
り
は
解
ら
な
い
け
ど
、
ア
ッ
シ
ュ
系
の
髪
の
色
で
、
瞳
は
水
色
に
近
い
な
ん

と
も
い
え
な
い
ブ
ル
ー
。 

変
質
者
？
・
・
・
・
そ
れ
だ
っ
た
ら
危
な
い
。
帰
ら
な
き
ゃ
。 

「
信
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
僕
は
神
様
か
ら
の
遣
い
な
ん
だ
。
悲
し
み
の
涙
を
回
収

し
て
る
ん
だ
よ
。
神
様
は
、
人
間
を
創
り
出
し
た
け
れ
ど
、
人
間
に
悲
し
み
と
い
う
感
情
を
与
え
た

こ
と
を
、
後
悔
し
て
る
ん
だ
。
深
い
悲
し
み
を
見
つ
け
た
ら
、
涙
狩
り
の
遣
い
達
が
涙
を
回
収
す
る

た
め
に
、
人
間
の
世
界
に
こ
う
や
っ
て
・
・
・
・
。
」 

そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
て
も
、
信
じ
る
人
な
ん
て
い
な
い
よ
。
妄
想
の
世
界
に
生
き
て
る
人
な
の
？ 

「
信
じ
ら
れ
な
い
と
は
思
う
け
ど
、
佐
々
木
絵
里
さ
ん
・
・
・
キ
ミ
の
三
年
半
の
想
い
が
し
み
こ

ん
だ
そ
の
涙
を
、
僕
に
く
だ
さ
い
。
」 

名
前
を
、
知
っ
て
る
？
ま
さ
か
、
ス
ト
ー
カ
ー
？ 

「
ご
め
ん
な
さ
い
。
そ
う
い
う
話
は
ち
ょ
っ
と
・
・
・
・
。
」 

「
家
に
帰
っ
て
も
、
一
人
で
泣
く
だ
け
だ
よ
。
涙
狩
り
さ
れ
た
人
間
は
翌
日
に
は
辛
い
気
持
ち
は

消
え
失
せ
る
。
楽
し
か
っ
た
思
い
出
だ
け
が
残
る
ん
だ
。
」 

私
は
気
持
ち
悪
く
て
、
走
っ
て
そ
の
場
か
ら
逃
げ
た
。 

公
園
か
ら
家
ま
で
は
す
ぐ
そ
こ
だ
っ
た
か
ら
、
思
い
切
り
走
れ
ば
す
ぐ
家
に
着
く
。 

玄
関
の
扉
を
勢
い
よ
く
開
け
て
、
私
は
二
階
の
自
分
の
部
屋
の
布
団
の
中
に
潜
っ
た
。 

晩
御
飯
を
食
べ
る
気
力
も
な
い
ま
ま
、
布
団
に
潜
り
泣
き
疲
れ
て
そ
の
ま
ま
眠
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
。
夢
で
、
ア
イ
ツ
と
見
た
こ
と
も
な
い
彼
女
が
手
を
繋
い
で
歩
い
て
い
る
の
を
見
た
。 

朝
に
な
り
、
腫
れ
ぼ
っ
た
い
目
に
な
っ
て
い
る
の
を
鏡
で
見
て
、
余
計
に
辛
く
な
っ
た
。
告
白
し

な
か
っ
た
ら
、
ア
イ
ツ
は
彼
女
が
い
る
こ
と
を
、
話
し
て
く
れ
な
か
っ
た
の
か
な
。
私
は
最
初
か
ら
、

女
友
達
で
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
・
・
・
。 

「
絵
里
、
昨
夜
晩
御
飯
食
べ
て
な
い
ん
だ
か
ら
、
朝
は
ち
ゃ
ん
と
食
べ
な
さ
い
よ
。
」 

お
母
さ
ん
の
言
葉
を
背
中
越
し
に
聞
き
な
が
ら
、
私
は
鞄
を
持
っ
て
玄
関
で
深
呼
吸
を
し
て
、
学

校
へ
向
か
っ
た
。 

つ
づ
く 


